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　　　　　　　此頃小望遠鏡で面白い星　　　　　NK生

○鯨座。長野期愛光星
　赤経2時15・3分　赤緯南3。20’

　i596年ファプ可シゥスFabric｛usの嚢見し六最初の畏週期攣光星で其の典型的なもので

　ある。Hartwig¢表に1工極大2・0等極小9・0等週期3311日ご興え壱れ’（居る力警しく不

　規則で極大匡LO等近くもなつナこ事もありu：・6等にしか過ぎなかった事もある。極小も

　ほS“　9等であろが定ってに居ない。週期にしても：李均が331日であるので不規則である。

今年ば3月初旬に極大に達する匡すである。（i月下旬五等まで上昇セリ）

　ハーヴアード年報第37巻の比較星
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　　　　　　　0214　04
　雌の星ほ赤色星であるから分り易い。今年の極大［t昨年よりに星が太陽に遠いだけ樂で

　今後段々よくなる。観測を乞ふ。此の星の右側の9．2　￥星はBD－3。355たる星で115

　秒離れて居る。最近エイケン1：より二重星なるこミ獲見さるo

Oナ）Jナン座Z　Σ752　重星

　赤経5時　3L5分赤緯南5057’
　2．9．等　：7．3等　　位置角1420　　距離ll．，，．3

　作星［工青色で・50倍でも見える。3吋80倍なら充分見える。

　次に103。の方向に10等星がある。距離it　49秒で3吋では少し見にくい。此の星ば篇

』眞にに著しく．感じる。最近E1tkenにより二重星なろ事獲見されナこ。

　覗野全脾美しく星が多い。ナリナン星雲の南端らアー7が淡く見える事に注意されよ。

　同じ親野内で著．しく目につく星に次の翅47なる二重星．であるo

OE747

　赤経5時31・1分赤緯南6。3「
　4・7等：5．6等．位置角2230距離36”

　t）jナン星雲々見る人が多く知って居る星で1吋でも見える。肉限でも容易に輩星εし
　一て見え．る。此のvaSllの西〔こ；745なろ蟄｝カsあろ08・5等；＝8・7等　3470　呂巨雛29”

ON．　G．　C．　26s3

　H．工．200　、星雲
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遇＿．

　赤経8塒…47・6分　赤緯lk　33043’

　星雲の少い双子座力肱蟹座あナこりで彗星探し）5e　・P　n　Sしばしば出會ふ星雲である。横向

　きの渦歌星雲で中央か明ろ．く長い珍らしい型の星雲であろ03吋で｛t余り見事でないo

O獅子座α　二重星

　赤経！0時4・1分　赤緯北12021’

　αば鋼名v］’JVスRegulusぜ呼ばれほy“黄道上1：位して居る一・ge星であろ◎

　1・34等：8・4等親位置角307。距離177”
　随分離れナこ星で3吋80倍世で大低見えるoWinlock　IVx　一ヴアードで此の俘星から3

　秒弱の所に12．5等星の俘星な認め7こ08等星二二星目同じ固有蓮顯た有して居るo

o獅子座γ
　赤経10時15．5分　赤緯北20015「
　γに二重星である事ばずでに蓮ベナニが此の星のすぐ南に獅子40’L？いふ5・0等星がある。

　普通の目で見えるから試みて見なさい0

0秘画シェルの秀類
　星雲星團の部のN．G．　C．に封してHV　46等ε書いてあるがthれit　W・ハ・一シェルの

分類番號で次の如く匪写する。

　I
I工

1正I

IV
v
VI
VII
VIII

明るき星雲
淡き星雲
甚だ淡き星雲
遊星釈星雲其他特異なる星雲
甚だ大なる星雲
甚だ幽集ぜる星團

密な冬南無
散開星行

　以上の入種で藪は計2509あるoHばhのツオン，ハPツエル表に蜀して父のウイ可ア
　ム，ハーシェルの表た現すからHV　46にVの部の46番の事であるo

O火星近況
　12月中当直語誌なるにより槻測ぜす。

火星観測の工め最良質の6吋雫反身　鏡々英國襯測者兼反射鏡製作謝こる工可ソン氏に注

　丈4月（：　liJ着の豫定。遊星eWtRij　iこ封し完全に色消’しなる爲め良き．反射鏡の有力なろ事ば

　明らかなろ事實な％日本に於て大口裡の高倍傘観測が困難なるS同時に灘氣の爲め便
　用にに可なりの困難なぜもなふに明らかでぱめるが良き夜に1工可なりな働きが出來ろ0

　3吋・蜜共に使ふ工匠であろo

O鯨　座ρ
　ウィルソン山天二二のツヨーイ∫oy氏の要求により刃ツク天丈肇のエイケン．Altken氏

　が10月19日鯨座。を槻測ぜろ結果眼親的））二重星なろ事獲見さろ。彗星［t青色にて攣

　光星より牛等級薄く穏置角132・30距雛1・01”の所にあり。エイクン及びヅー可ツbレ

　Doulittleの古き襯測に1工律星な誌めす多分最近に分離ごるものならん。

　ツ臼｝イ氏ばすでに分光研売より重星たろべきをのべ0にM6eよtJ　Mgeなろスペク
　1・　iレ型な有し俘星ば早期のものにて位置角工35。距離O・3”なる事准豫想tfリ。

　バーナPド氏［i前年極小近くに調べたるも俘星奄認めず，10月19日の光度に憂光星協

會の二二によれば9・2等なる散に覗差匡0・04”±0・02”S推定され從って一日の絶封罪度

　はほゴ十7等なりo

Oドヴイア冨・属一ナード彗星　1923a
　ロツァ，カザン天越前のDabiago氏が10　H　J4日にアノンゴ座に於て一小彗星を嚢見ず。

　　⊥0月14．5542　G，M・T。

　　赤経7時46分42・7秒
　　赤緯一200　37’31”
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